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 笑顔で暮らし続けるために

～坂井市まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定します～

皆
さ
ん
は
坂
井
市
に
お
け
る
人
口
動

態
の
現
状
を
ご
存
知
で
す
か
。
市

の
統
計
で
は
平
成
17
年
か
ら
出
生
数
が

死
亡
数
を
、
平
成
19
年
か
ら
転
入
者
が
転

出
者
入
下
回
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
最
新
の
調
査
で
は
、
一
人
の
女
性

が
一
生
に
産
む
子
ど
も
の
平
均
数(

合
計

特
殊
出
生
率)

も
、
人
口
が
安
定
す
る
水

準
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
人
口
が
減
り
続
け
る
と
、

ま
ち
の
経
済
は
悪
化
し
ま
す
。
税

収
が
減
る
こ
と
で
皆
さ
ん
が
い
き
い
き

と
働
き
、
安
全
安
心
に
暮
ら
し
て
い
く

た
め
の
整
備
や
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
か

な
く
な
り
ま
す
。

市
で
は
こ
う
し
た
状
況
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
有
識
者
な
ど
に
よ
る
坂

井
市
総
合
戦
略
推
進
会
議(

以
下
戦
略
会

議)

を
設
置
し
、
皆
さ
ん
が
ず
っ
と
笑
顔

で
暮
ら
せ
る
健
全
な
地
域
づ
く
り
の
た

め
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
。
そ
の
目

標
人
口
の
足
が
か
り
に
な
る
坂
井
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略(

以
下

総
合
戦
略)

を
策
定
し
ま
す
。

移
住
・
定
住
の
促
進

目
指
せ

人
口
8
1
，
7
3
1
人

人
口
減
少
の
歯
止
め
や

定
住
人
口
増
の
た
め
に

　
坂
井
市
が
誇
る
恵
ま
れ
た
医
療
水
準

や
居
住
環
境
の
魅
力
を
、
積
極
的
に
情

報
発
信
し
、
移
住
定
住
を
進
め
ま
す
。

数
値
目
標

・
平
成
31
年
度
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
数

　

1
0
0
人（
平
成
26
年
度
37
人
）

少
子
化
・
高
齢
化
対
策

　
経
済
面
や
仕
事
と
の
両
立
が
困
難

な
ど
を
理
由
に
、
結
婚
、
出
産
を
た
め

ら
う
こ
と
の
な
い
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

高
齢
者
が
活
躍
す
る
機
会
や
交
流

の
場
が
充
実
し
た
地
域
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。　

数
値
目
標

 

・ 

平
成
31
年
の
合
計
出
生
率
1
．
63(

平
成
20
〜
24
年
1
．
57)

・
平
成
31
年
度
坂
井
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
登
録
者
数

　

1
，
5
0
0
人(

平
成
26
年
度
1
，
1
7
2
人)

女
性
の
活
躍
推
進

　
女
性
の
子
育
て
、
介
護
や
就
労
な
ど

に
対
す
る
男
性
の
理
解
積
極
的
な
協
力

を
促
す
と
共
に
障
壁
を
除
去
し
、
女
性

が
輝
く
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

数
値
目
標

 

・
平
成
31
年
度
の
女
性
活
躍
推
進
企

　

業
登
録
者
数
25
企
業

経
済
・
観
光
の
活
性
化

　
食
料
の
生
産
の
み
な
ら
ず
環
境
・
景

観
の
維
持
、
防
災
な
ど
の
多
面
的
な

機
能
を
果
た
す
農
林
水
産
業
、
基
幹

産
業
で
あ
る
製
造
業
、
商
業
や
サ
ー

ビ
ス
業
の
振
興
を
進
め
ま
す
。

　

観
光
の
利
便
性
、
満
足
度
の
向
上
、

滞
在
時
間
の
延
長
や
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス

の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

数
値
目
標

 

・ 

平
成
31
度
の
製
造
品
出
荷
額
等
3
，
0
0
0
億
円(

平
成
25

　

年
度
2
，
8
3
0
億
円)

 

・ 

平
成
31
年
度
の
年
間
商
品
販
売
額
1
，
2
0
0
億
円(

平
成

　

25
年
度
1
，
0
8
8
億
円)

 

・ 

平
成
31
年
度
の
観
光
入
込
客
数
5
5
0
万
人(

平
成
26
年
度

　

 
4
4
3
万
人)

都
市
基
盤
整
備

　
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
や
地

域
課
題
の
解
決
や
活
性
化
の
た
め
、

地
域
と
の
信
頼
関
係
を
有
す
る
民
間

の
ま
ち
づ
く
り
主
体
の
育
成
、
協
働

に
取
り
組
み
ま
す
。

数
値
目
標

 

・ 

平
成
31
年
度
の「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ(

東
洋
経
済
新
報

　

社)

」
を
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス(

平
成
27
年
度
5
位)

総合戦略における5つの政策パッケージ

　

戦
略
会
議
で
は
、
目
標
の
人
口

を
目
指
す
た
め
、
平
成
27
年
か
ら

平
成
31
年
ま
で
を「
人
口
減
少
対

策
に
特
化
し
た
期
間
」
と
し
て

総
合
戦
略(

案)

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
案
で
は
左
の
4
つ
の
基
本

目
標
を
軸
に
下
の
5
つ
の
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
掲
げ
、
一
つ
一
つ

に
具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
し

ま
し
た
。

総合戦略における4つの基本目標

①
坂
井
市
に
お
け
る
安

　
定
し
た
雇
用
を
創
出

　
す
る

②
坂
井
市
へ
の
新
し
い

　
人
の
流
れ
を
つ
く
る

 

③
若
い
世
代
の
結
婚
・

　
出
産
・
子
育
て
の
希

　
望
を
か
な
え
る

④
時
代
に
合
っ
た
地
域

　
を
つ
く
り
、
安
心
な

　
く
ら
し
を
守
る
と
と

　
も
に
、
地
域
と
地
域

　
を
連
携
す
る
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減
少
傾
向
に
あ
る
市
の
人
口
。

平
成
72
年
に
は
6
1
，
0
2
7

人
ま
で
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す(

国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所)

。

　

笑
顔
と
活
力
あ
る
坂
井
市
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
戦
略
会
議
で

は
、
合
計
特
殊
出
生
率
を
国
の
目

標
で
あ
る
2
．
1
に
、
人
口
の
転

出
転
入
は
年
間
2
0
0
人
の
純

増
を
目
標
に
す
る
こ
と
で
、
平
成

72
年
の
目
標
と
す
べ
き
人
口
を     

8
1
，
7
3
1
人
と
し
ま
し
た
。

  50,000

  60,000

  70,000

  80,000

  90,000

100,000

   

 

 目標人口
推計人口

平成22 平成72

(人)

50,000
(年）平成42 平成62

坂井市人口の長期的見通し

91,900人
81,731人

61,027人

合計特殊出生率  2.1
転入出   200人純増

▲江
え

川
がわ

誠
せい

一
いち

座長(左)から総合
　戦略の提言書が市長へ



戦
略
会
議
の
委
員
に

聞
き
ま
し
た

　

地
方
で
働
く
人
材
を
大
都
市

圏
か
ら
呼
び
込
も
う
と
し
た
と

き
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
求

人
情
報
を
提
供
で
き
ま
す
。
し

か
し
暮
ら
す
た
め
の
住
居
情
報

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
生
活
面

で
の
情
報
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

逆
に
県
や
市
が
行
う
移
住
相
談

会
は
生
活
情
報
は
充
実
し
て
い

ま
す
が
、
求
人
情
報
は
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
別
々

に
行
っ
て
い
た
相
談
会
を
同
時

に
実
施
す
る
な
ど
、
相
互
に
連

携
す
る
こ
と
で
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の

促
進
を
効
率
よ
く
進
め
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か

し
、
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
、

坂
井
市
の
人
口
減
少
問
題
解
決

の
糸
口
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

ハローワーク三国
所長　北

ほく

南
なん

　介
よし

規
のり

さん

　

戦
略
会
議
に
は
子
ど
も
の
た

め
に
何
か
で
き
れ
ば
と
言
う
思

い
で
参
加
し
ま
し
た
。
最
近
の

子
ど
も
は
休
日
に
な
る
と
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
時
間
が
多
い

と
耳
に
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
も
良
い
の
で
す
が
、
地
域
に

は
歴
史
や
文
化
な
ど
学
ぶ
べ
き

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
元
教

員
や
地
域
を
良
く
知
る
人
に
授

業
を
行
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
地

域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

深
い
も
の
に
し
、
地
域
を
愛
す

る
子
ど
も
を
増
や
す
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
ま
ず
親
が
地
域
行
事
に
参
加

す
る
な
ど
、
子
ど
も
に
良
い
手

本
を
見
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

坂井市ＰＴＡ連合会
会長　酒

さか

井
い

　信
しん

治
じ

さん

　

人
口
減
少
問
題
は
経
済
活
動

に
お
い
て
も
重
要
で
す
。
も
の

づ
く
り
の
分
野
で
い
え
ば
、
製

造
業
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

業
種
で
技
術
職
の
人
手
不
足
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
材

育
成
に
は
、
費
用
も
時
間
も
か

る
た
め
、
特
に
中
小
零
細
企
業

に
と
っ
て
は
深
刻
な
課
題
で
す
。

　

技
術
が
廃
れ
て
は
産
業
は
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。
産
業
を
絶
や

さ
な
い
よ
う
、
行
政
や
教
育
機

関
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
も
ち

ろ
ん
企
業
側
も
そ
れ
に
応
え
る

努
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
一
つ
一
つ
を

解
決
し
て
い
く
こ
と
が
地
場
産

業
が
成
長
・
発
展
し
、
坂
井
市

の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

坂井市商工会
会長　松

まつ

本
もと

　富
とみ

雄
お

さん

　

新
聞
な
ど
で
少
子
高
齢
化
と

騒
が
れ
て
い
て
、
大
変
な
時
代

に
な
っ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
な
、

と
漠
然
と
は
思
っ
て
い
ま
し
た

が
深
く
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
会
議
を
通
し
て
、

人
手
不
足
な
ど
で
将
来
の
産
業

が
廃
り
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、

今
の
親
の
世
代
が
高
齢
に
な
っ

た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し

が
待
っ
て
い
る
の
か
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
子

育
て
を
す
る
中
で
、
人
口
減
少

の
課
題
に
興
味
を
持
ち
、
ご
近

所
や
保
護
者
な
ど
仲
間
同
士
で
、

話
し
を
し
、
私
た
ち
の
目
線
で

感
じ
た
こ
と
を
行
政
と
話
し
合

い
、
協
力
し
施
策
に
一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

春江中保育所保護者会
会長　小

こばやし

林　瑞
みず

穂
ほ

さん

まちのこれからを自分事として考えて

働く場所×住む情報でＵＩターンを促進地域で大人が手本を示そう

産業の活性化がまちの魅力を高める

総
合
戦
略
を
生
か
し

未
来
あ
る
坂
井
市
へ

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
反
映

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
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総
合
戦
略
会
議

　　

戦
略
会
議
の
委
員
は
学
識

経
験
者
、
住
民
代
表
や
有
識

者
、
産
業
界
な
ど
各
分
野
で

専
門
的
な
知
見
を
持
つ
計
17

人
に
よ
り
構
成
。
昨
年
5

月
27
日
か
ら
6
回
に
わ
た

り
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
大

学
生
と
の
意
見
交
換
会
な
ど

を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た

意
見
・
要
望
・
課
題
に
つ
い

て
審
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

審
議
で
は
各
委
員
が
実
際
に

目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
問

題
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
発

想
力
豊
か
な
意
見
が
出
さ
れ
、

総
合
戦
略(

案)

が
力
強
い
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
略
会
議
に
参
加
い
た
だ

い
た
委
員
の
中
か
ら
4
人
の

方
に
、
総
合
戦
略
に
込
め
た

思
い
や
こ
れ
か
ら
の
坂
井
市

に
必
要
な
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
聞
き
ま
し
た
。

　

総
合
戦
略
は
数
値
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
行
政
だ
け

で
な
く
、
皆
さ
ん
の
力
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。　

総
合
戦
略
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
1

月
26
日(

火)

に
戦
略
会
議
で
意
見
を
ま
と

め
た
総
合
戦
略(

案)

が
坂
本
市
長
へ
答
申

さ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や

提
案
を
こ
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

対
　
象

・
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
通
学
し
て
い

　

る
人

・
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る

　

法
人
、
そ
の
他
の
団
体

意
見
の
提
出
期
限

　
2
月
22
日(

月)(

必
着)

閲
覧
方
法
お
よ
び
指
定
用
紙

　

企
画
情
報
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧

意
見
の
提
出
方
法

　

指
定
用
紙
に
記
入
の
上
、
持
参
、
郵
送
、

F
A
X
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
提
出
先
ま
で

　

意
見
に
は「
坂
井
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略(

案)

に
つ
い
て
」
と
明

記
の
上
、
意
見
を
付
す
項
目
に
つ
い
て
記

載
し
て
く
だ
さ
い

(

例)

○
ペ
ー
ジ
○
行
目
○
○
○
に

　
　

つ
い
て　

な
ど

※
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
や
電
話
な
ど
、

　

口
頭
で
は
意
見
と
し
て
受
け
付
け
ら
れ

　

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

指
定
用
紙

　
企
画
情
報
課
受
け
取
り
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

提
出
先

　

〒
9
1
9

－

0
5
9
2

　

坂
井
町
下
新
庄
1

－

1

　

企
画
情
報
課

　
　

6
6

－

4
8
3
7

　
　

kikaku@
city.fukui-sakai.lg.jp

意
見
の
公
表

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
内
容
を
取
り

ま
と
め
た
後
、
市
の
考
え
を
添
え
て
、
最

終
的
に
決
定
し
た
総
合
戦
略
と
併
せ
て
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す(

氏
名
、

住
所
な
ど
個
人
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん)

。

ま
た
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

　

誰もが笑顔で暮らし続けるために

坂井市総務部次長兼
企画情報課課長         小

こ

谷
た に

　嘉
よ し

郎
ろ う

 

市
の
人
口
減
少
の
主
な
要
因
は「
少
子
化
」

と
「
人
口
流
出
」
で
す
。
こ
の
構
造
的

な
問
題
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
人
口
減
少
の
流
れ

に
歯
止
め
を
か
け
、
反
転
さ
せ
な
け
れ
ば
、
市

の
未
来
図
を
描
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

有
効
な
対
策
を
効
果
的
・
効
率
的
に
実
行

す
る
た
め
に
は
、
行
政
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
の
現
実
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
支
援
を
は

じ
め
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
、
働
き
方
、
ま
ち
づ
く
り

な
ど
、
私
た
ち
み
ん
な
が
出
来
る
こ
と
を
長
期

的
な
視
点
で
シ
ン
プ
ル
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
す
。

地
方
創
生
と
い
う
全
国
共
通
の
テ
ー
マ
の

下
、
今
ま
さ
に
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
捉

え
て
総
合
戦
略
に
掲
げ
た
施
策
を
着
実
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

私たちみんなの将来
のため、まずは総合
戦略を確認してね。
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無
　嶺北消防組合が三国体育館と三国庁舎前通りで出
初式を行いました。式には消防職員や消防団ら約
1,100人が参加。屋内では長年にわたり消防団を務
めた人への表彰などが行われました。屋外では分列
行進や色とりどりの一斉放水が行われました。また
越前三国鳶

とび

隊が無火災を祈念し、はしごの演技を華
やかに披露。来場者を大いに沸かせました。

1月9日(土)

1月1日(金・祝日)
　丸岡町石城戸町の國神神社で新春を祝う歳旦祭が
営まれ、地元の小学生4人が「浦安の舞」を奉納しま
した。同神社では4年連続で行われ、今年度は秋の
例大祭と合わせて2度目。最年長で巫女のまとめ役
も務めた下

しも

桐
とう

子
こ

さん(長畝小6年)は「教えてもらった
ことは全部出し切れた」と笑顔で話し、今後も伝統行
事が受け継がれていくことに期待を寄せていました。

安の舞を奉納　　　
厳かに神秘的に舞う

火災の一年を祈願
出初式で士気を高める

浦
▲扇や鈴を使用して行われる「浦安の舞」。家内安全や五穀
　豊穣を祈願している

▲団員の団結と信頼のもと、鶯
うぐいす

の谷渡りなど数々の技を繰
　り出し、火災に備えた心意気を見せる

高
1月30日(土)

校3年間の集大成
感謝の気持ちでファッションショー

　三国高校家政科として最後の卒業制作発表会が
みくに文化未来館で行われました。テーマを「L

ラ ス ト

ast 
S
ストーリー

tory ～１人１人が輝く最後のステージ～」と題
し て、32人 の 生
徒が恩師から学び
作った衣装を披露
しました。華やか
で彩りあるドレス、
ワンピースなど多
種に渡る作品に身
を包み、踊りなど
を交えてランウェ
イを歩き、多くの
観客を魅了してい
ました。

▲オリジナルの作品
　で、ポーズをとる　
　生徒たち。最高の
　舞台になるよう自　
　分たちも楽しんだ

輝
1月10日(日)

かしい未来に向い
成人式が華やかに開催

　市の成人式「P
プ ロ ロ ー グ

rologue ～現在から未来へ～」が
ハートピア春江で行われました。真新しいスーツや
晴れ着などに身を包んだ新成人873人が参加。式典

では新成人を代表
して、実行委員長
の伊

い

東
とう

巧
たくみ

さんらが
「社会人としての
責任を持って、地
域に貢献していき
たい」と力強く抱
負を述べ、大人と
して自覚を持って
行動していくこと
を誓いました。

▲新成人みんなでの
　決意表明。それぞ
　れの思いを胸に、
　大人としての階段
　を登り始める

静
　第10回坂井市小学生親善かるた大会が坂井老人
福祉センターで行われました。市内の小学生53人
が参加。3対3の団体戦で競いました。ピンとはり
つめた空気の中、神経を集中させ読み手の第一声に
準備。上の句が読み始まると、畳の上に並べられた
下の句の札を目がけ、素早く手を伸ばして勢いよく
払い札を取っていました。

1月17日(日)

から動へ
一瞬の動作で札を狙う

▲歌が読まれると、瞬時に札を払う児童。集中を切らすこ
　となく熱戦が繰り広げられた

文
1月26日(火)

化財を火災から守れ
市民参加の防火訓練

　文化財防火デーに合わせ、丸岡城周辺で文化財
防火訓練が行われました。消防団員や丸岡観光協会、
平章小学校の児童ら約200人が参加し、被害を最小

限に抑えるための
さまざまな訓練を
実施しました。松

まつ

本
もと

富
とみ

男
お

坂井消防団
団長は「市民が一
丸となって文化財
を守っていきたい」
と話し、今後より
一層の防火体制の
強化を誓っていま
した。

▲放水をして丸岡城
　への延焼防止訓練
　を図る消防団員

ス
1月17日(日)

ポーツ優秀者を表彰
日頃の努力をねぎらう

　公益財団法人坂井市体育協会による「新春のつど
い」が三国観光ホテルで行われ、平成27年にスポー
ツ競技で優秀な成績を収めた個人・団体の表彰式が

行われました。国
民 体 育 大 会 バ ド
ミントン競技団体
戦で優勝を飾った
西
にし

江
え

彩
あや

花
か

さん(勝
山高3年)は「この
ような大きな賞を
受賞できたことは
大変光栄。これか
らも精進していき
たい」と話し、今
後の更なる飛躍を
誓っていました。

▲惜しみない拍手が
　会場中から送られ
　た

児
1月22日(金)

童が模擬投票を体験
選挙の大切さを学ぶ

　子どもたちに選挙の仕組みを理解してもらおうと、
東十郷小学校で『東十郷小学校☆みらい選挙』を行
いました。4 ～ 6年生192人が参加し、3種類のデ

ザートの模擬選挙
を行いました。投
票を終えた山

やま

本
もと

脩
しゅう

一
いち

さん(6年)は「選
挙がすごく大切な
ものだと実感できた。
大人になったら必
ず投票に行きたい」
と話しました。当
選したデザートは、
後日給食に出され
る予定です。

▲立候補演説を聞い
　て、好きなデザー
　トへの１票を投じ
　る児童ら
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「ふれんず」は坂井チャンネルの番組「坂井さんちのこっ
しぇるじぇ」でもご覧いただけます！
今回の内容は、2/ 15(月) ～ 3/ 4(金)まで放送します。
お楽しみに！　　秘書広報課　50-3012

フクイ・アロハレイ・フラスタジオ丸岡支部
メンバー　22 人
代　　表　小島　幸恵さん(丸岡町野中山王)
指 導 者　1 人
コメント
　丸岡支部ではメンバーを募集しています。初めて
の人、大歓迎です。アットホームな雰囲気で、一緒
に楽しく踊りましょう。お問い合わせは yu1953ki
@docomo.ne.jp までお願いします。

フクイ・アロハレイ・フラスタジオ丸岡支部vol.116

▲難しいところは、すぐ
　に質問できる雰囲気が
　作られている

て
く
れ
て
い
る
家
族
や
友
人
、

周
り
の
み
ん
な
に
は
と
て
も
感

謝
し
て
い
る
」
と
話
し
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
が
踊
れ
て
い
る
今
の
環

境
に
感
謝
を
惜
し
ま
な
い
。

　
未
経
験
者
が
多
い
チ
ー
ム
を
、

丁
寧
で
わ
か
り
や
す
く
指
導
す

る
小こ

島じ
ま

幸ゆ
き

恵え

さ
ん
は「
ア
ロ
ハ

に
は『
思
い
や
り
』
や『
協
力
』、

『
継
続
』
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
味
が
あ
る
。
何
歳
に
な
っ
て

も
ア
ロ
ハ
の
心
を
持
ち
続
け
、

学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
楽
し
く

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
り
続
け
て
欲

し
い
」
と
笑
顔
で
話
す
。

　
伝
え
た
い
愛
や
幸
せ
が
あ
る
。

届
け
た
い
・
表
現
し
た
い
思
い

が
あ
る
。
優
し
く
と
き
に
情
熱

的
な
指
導
者
に
導
か
れ
な
が
ら
、

今
日
も
仲
間
た
ち
は
フ
ラ
ダ
ン

ス
を
踊
り
続
け
る
。

ハ
ワ
イ
の
伝
統
的
な
ダ

ン
ス
で
あ
る
フ
ラ
ダ

ン
ス
に
情
熱
を
注
ぐ
。

常
に
感
謝
の
心
を
持
ち
ア
ロ
ハ

の
心
を
忘
れ
な
い
。そ
れ
が「
フ

ク
イ
・
ア
ロ
ハ
レ
イ
・
フ
ラ
ス
タ

ジ
オ
丸
岡
支
部
」
だ
。

　
平
成
16
年
に「
楽
し
く
行
え

る
習
い
事
を
」
と
の
地
元
の
要

望
を
受
け
発
足
。
年
齢
層
は
幅

広
く
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
が
特
徴
だ
。

　
10
年
前
か
ら
チ
ー
ム
に
参
加

し
て
い
る
岩い

わ

田た

陽よ
う

子こ

さ
ん(

丸

岡
町
板
倉)

は「
体
を
動
か
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
と
き
に
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
の
チ
ラ
シ
を
た
ま
た

ま
見
て
始
め
た
。
体
を
動
か
す

こ
と
は
気
持
ち
が
い
い
し
、
と

に
か
く
曲
が
す
ご
く
い
い
。
練

習
の
な
い
日
も
聞
い
て
い
る
」と
、

す
っ
か
り
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
魅
力

に
は
ま
っ
て
い
る
。

　
父
の
影
響
で
、
小
さ
い
頃
か

ら
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
身
近
に
あ
っ

た
大お

お

池い
け

淳じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん(

丸
岡
町
上

富
田
）
は「
昔
は
恥
ず
か
し
く

て
踊
れ
な
か
っ
た
が
、
大
人
に

な
っ
て
や
り
た
い
気
持
ち
が
強

く
な
っ
た
。
そ
ん
な
私
を
支
え

心地よいリズムの曲に合わせて、ハワイの自然や愛を表現。動作 1 つ 1 つに意味があるという。全員
で意味・意思を共有しながら踊っている。

フ
ラ
の
神
髄
を
体
感

ア
ロ
ハ
の
心
を
全
身
で
表
現

▲鏡を見て、自分たちの動き
　を確認する参加者

普段は練習
着でOK!!

1月31日(日)
　知的障がいがある人の成人を祝う「あなたの成人
を祝う会」が、三国観光ホテルで行われました。式
典には新たに成人を迎えた6人とその家族らが参加。
各関係機関や先輩から温かい祝福の言葉が贈られま
した。新成人を代表して木

き

屋
や

竜
りゅう

星
せい

さん(春江町)が「素
直に感謝できるように、これからも努力していきた
い」と述べ、大人としての成長を誓っていました。

くの人に祝福され
新成人・あなたを祝う会が開催多

▲自分の言葉でしっかりと決意を述べる新成人代表の木屋
　さん

手紙につづる「うた」
入賞作品として響きわたる

　第23回一筆啓上賞「うた」の入賞者発表会が、霞
の郷で行われました。国内外から27,657通の手紙
が寄せられ、発表会では上位40作品を丸岡中学校
情報部の生徒が感情を込めて朗読。またシンガーソ
ングライターの小

こ

室
むろ

等
ひとし

さんら5人の選考委員が講評
を行い、来場者は手紙から想像させられる世界を感
慨深く味わっていました。

1月29日(金)

　宮
みや

本
もと

菜
な

々
な

華
か

さん(丸岡高校1年)の作品が第23回
一筆啓上賞の大賞の1つに選ばれました。「うた」
という題名を聞いてふと浮かんだのが、いつも優し
いおばあちゃん。一昨年の秋、大野市に住むおばあ
ちゃんの家に遊びに行ったとき、縁側で鼻歌交じり
に本を読んでいた。夕暮れになり、おばちゃんが寒
くないかを心配した状況を手紙で表しました。おば
あちゃんに受賞の報告をすると「おめでとう。おば
あちゃんのことを書いてくれてありがとう」と温か
い返事に喜びを共にしていました。

市内の宮
みや

本
もと

菜
な

々
な

華
か

さんが大賞を受賞 !
「おばあちゃん」へ
縁側でいつも庭を見ながら何を
歌っているの？
もうすぐ冬がくるね。家に入ろうよ。

▲おばあちゃんに大賞の受賞を笑顔で
　電話報告する宮本さん

▲小室氏（右）は「うたがもって
　いる意味や力を再認識させられ
　た」と総評した

入賞作品1つ1つを丁寧に朗読

▲

する丸岡中学校生徒

ざ
　水や命をテーマにした全国公募の文学賞「ざぶん
賞2015」の福井県地区表彰式が、みくに文化未来
館で行われました。県知事賞を受賞した富

とみ

田
た

和
かず

真
ま

さ
ん(春江小5年)ら5人が参加し、入賞作品の朗読な
どを行いました。子どもたちの感性豊かな作品の
数々に、会場を訪れた人からは大きな拍手が送られ
ました。

1月31日(日)

ぶん賞の入賞作品
感性豊かな作文多数

▲入賞作品の「水はぼくの元気の素」を朗読する富田さん。
　様々な場面で、水への感謝をつづった

・キャプション

もうすぐ冬がくるね。家に入ろうよ



市民の皆さんの生活に直結する制度
やイベントを紹介するコーナーです。
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平
成
28
年
度
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
期
間
は
、
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。
申
込
締
切
は
２
月
26
日(

金)

。
申
込
方
法
や
勤
務
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、

募
集
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成 28年度臨時職員を募集
申し込み締め切りは2月26日(金)

●問い合わせ　各募集担当課

職　種 資　格 勤　務 人員 給　与
※

勤務地 募集担当課

保育士・
教諭

いずれか1つ
・保育士免許
・幼稚園教諭
・看護師免許

1日7時間45分 15人 月額
154,300円

市内保育所
幼保園
こども園

子育て支援課
　50-3042

調理師 ・調理師免許 1日4 ～6時間 3人 時給850円

児童館・
児童クラブ
指導員

・普通運転免許

月～金曜日
13:00 ～18:00
土曜日、春・夏・冬休み
7:30 ～18:30
(交代勤務で1日6時間程度)

10人 時給900円 市内の児童館
児童クラブ

事務員 ・普通運転免許
1日7時間45分
(時差出勤、土、日、時間外
勤務有り)

2人 月額
142,100円

市内コミュニティ
センター

まちづくり
推進課
　50-3017

市税等徴収
嘱託員

・普通運転免許
・簡単なパソコン

操作が可能な人

週29時間程度の週5日
(月～金曜日)、9:00 ～
20:00までの間で6時間以内
(毎月指示)

3人 時給900円
+歩合制 納税課 納税課

　50-3024

用務員 ・普通運転免許 1日7時間45分
(学校の休業中は1日4時間) 2人 時給800円 市内小学校 教育総務課

　50-3160

学校司書 ・司書免許 1日7時間45分 2人 月額
144,300円 市内中学校

学校教育課
　50-3161

調理師 ・調理師免許

1日7時間45分 6人 月額
139,500円 三国学校給食セン

ター
丸岡地区小学校
春江坂井学校給食
センター

1日6時間45分
7:30 ～15:15(休憩含む)
(学校の休業中を除く)

3人
時給850円

1日4時間
(学校の休業中を除く) 2人

学級
支援員

・保育士免許
・幼稚園教諭
・教員免許
※いずれかを有して
　いるのが望ましい

週29時間以内
8:00 ～15:00(休憩含む)
(学校の休業中を除く)

5人

時給1,000円
(免許あり)
時給900円
(免許なし)

市内小学校

図書館司書 ・司書免許
・普通運転免許

1日7時間45分の週5日
(土、日、祝日は交替勤務) 1人 月額

144,300円 市内図書館 丸岡図書館
　67-1500

助産師 ・助産師免許
1日7時間45分
(夜勤有り) 5人

月額
216,200
～228,800円

三国病院
三国病院事
務局
　82-0480

応談 2人 時給2,000円

看護師 ・看護師免許
1日7時間45分
(夜勤、日直有り) 10人

月額
201,100
～216,200円

応談 3人 時給1,300円

薬剤師 ・薬剤師免許
1日7時間45分
(日直有り) 1人

月額
205,300円

応談 時給2,500円

社会福祉士 ・社会福祉士免許 1日7時間45分 1人 月額
166,100円

※給与が月額の場合、賞与が有ります。また、その他の手当などについては募集担当課までお問い合わせください

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
を

ま
だ
し
て
い
な
い
人
は
、

早
め
の
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
対
象
者
に
は
、
昨
年
度
に
通
知
を

　

送
付
し
て
い
ま
す

申
請
期
限

　

２
月
29
日(

月)

※
平
日
８
時
30
分
～
17
時
に
申
請
受

　

付
を
行
っ
て
い
ま
す

準
備
物

　

申
請
書
、
対
象
者
全
員
の
身
分
証

明
書
、
振
込
口
座
の
通
帳
、
印
鑑

申
請
場
所

　

社
会
福
祉
課

　
　

50

－

３
０
４
１

　

各
総
合
支
所
福
祉
課

　

(

三
国)　

82

－

８
９
０
３

　

(

丸
岡)　

68

－

０
８
０
５

　

(

春
江)　

51

－

９
４
０
４

臨時福祉給付金の
申請はお早目にお願いします

●問い合わせ　社会福祉課　50-3041

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
非
常

に
多
く
の
申
し
込
み
が
あ

る
た
め
、
交
付
ま
で
に
２

～
３
カ
月
か
か
る
予
定
で
す
。 

　

市
で
は
、
交
付
の
準
備
が
整
っ
た

人
か
ら
、
順
次「
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
・
電
子
申
請
書
発
行
通
知

兼
照
会
書
」(

は
が
き)

を
送
り
ま
す
。 

　

は
が
き
が
届
い
た
ら
、
必
要
な
持

ち
物
を
持
っ
て
、
交
付
期
限
ま
で
に

指
定
さ
れ
た
交
付
場
所
へ
受
け
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
交
付
手

続
き
に
は
20
分
程
度
か
か
り
ま
す
。

　

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
窓
口
が
混

雑
し
、
お
待
た
せ
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】

　

カ
ー
ド
に
関
す
る
市
の
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル(

市
民
生
活
課
内)

　
　

０
５
７
０

－

０
５

－

２
６
０
６

【マイナンバー】
個人番号カードの交付について

●問い合わせ　市民生活課　50-3030

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
民

の
模
範
と
な
る
よ
う
な
青

少
年
の
善
行
や
不
断
の
努

力
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
対
象
や
申

請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

推
薦
対
象

　

市
民
ま
た
は
市
内
に
通
学
す
る
18

歳
以
下
の
青
少
年
で
、

①
勇
気
、
親
切
を
示
し
、
周
囲
を
明

　

る
く
す
る
行
い
を
し
た
人

②
公
共
心
を
高
め
る
行
い
を
し
た
人

③
周
囲
の
模
範
と
な
る
行
い
を
し
た

　

と
認
め
ら
れ
る
人

推
薦
者

　

学
校
、
地
域
、
団
体
問
わ
ず
ど
な

た
で
も
推
薦
で
き
ま
す

推
薦
方
法

　

教
育
委
員
会
に
あ
る
善
行
青
少
年

表
彰
推
薦
書
を
提
出(

随
時
可)

市民の模範となる青少年を
推薦してください

●問い合わせ　教育総務課　50-3160

▲全国優勝に輝いた丸岡RUCKレディー
　スのメンバー

　愛知県で開催された第6回全日本
女子ユース(U-15)フットサル大会
で、丸岡RUCKレディースが3度目
の優勝を果たしました。坪

つ ぼ

田
た

秀
ひ で

恭
きょう

監
督ら15人が市役所を訪れ、川

か わ

元
も と

教
育長に優勝の喜びを報告しました。
　また、フェアプレー賞を受賞する
という快挙も達成しました。

　パナソニックライティングシステム
ズ労働組合福井支部から大型絵本4
冊が寄贈されました。執行委員長の
高
たか

間
ま

健
けん

蔵
ぞう

さんは「いろんな人に見てほ
しい」と話し、川元教育長は「読み聞
かせなどで多くの人が本を好きになっ
てもらえれば」と感謝を述べました。

丸岡RUCKが優勝を報告
1月12日(火)

市図書館へ大型絵本が寄贈
1月13日(水)

▲有町選手からサイン入りのユニホー
　ムとボールを受け取る坂

さか

本
もと

市長

▲大型絵本は高さ 115㎝大きさのもの
　も寄贈された

　丸岡町出身で、サッカー女子なで
しこジャパンとして活躍する有

あ り

町
ま ち

紗
さ

央
お

里
り

さん(ベガルタ仙台レディース)
が、EAFF女子東アジアカップ2015
の報告のため市長を表敬訪問しまし
た。今後の目標については「まずは
所属チームで結果を残し、リオ五輪
へ出場したい」と語り、今後の飛躍
を誓っていました。

目標はリオ五輪への出場!!
1月6日(水)



市民の皆さんの生活に直結する制度
やイベントを紹介するコーナーです。

■
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
一
言

　

人
柄
が
温
か
く
、
団
結
力
の

あ
る
磯
部
。
そ
ん
な
磯
部
を
こ

よ
な
く
愛
す
る
セ
ン
タ
ー
長
と

セ
ン
タ
ー
職
員
が
、
皆
さ
ま
の

お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
一
言

　

江
戸
期
に
は
北
前
船
寄
港
地

と
し
て
栄
え
た
、
歴
史
の
あ
る

新
保
地
区
。
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
と
連
携
し
て
、
区
民
の
絆
が

さ
ら
に
深
ま
る
セ
ン
タ
ー
を
目

指
し
ま
す
。

■
セ
ン
タ
ー
の
特
徴

　

旧
磯
部
小
学
校
跡
地
に
建
て

ら
れ
た
セ
ン
タ
ー
で
、
近
く
に

は
幼
保
園
、
介
護
予
防
施
設
、

が
あ
り
ま
す
。
市
で
最
も
人
口

が
多
い
地
区
で
、
自
主
講
座
や

サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

■
セ
ン
タ
ー
の
マ
ル
秘
情
報

　

昨
年
、「
磯
部
花
い
っ
ぱ
い

推
進
会
」
が
立
ち
上
が
り
、
磯

部
地
区
を
き
れ
い
な
花
で
い
っ

ぱ
い
に
し
よ
う
と
、
日
々
努
力

し
て
い
ま
す
。

■
セ
ン
タ
ー
の
特
徴　

　

元
来
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
地

区
で
、
セ
ン
タ
ー
内
に
地
区
の

事
務
所
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
区
の
中
心
施
設
と
し
て
、
ま

た
区
民
の
つ
ど
い
の
場
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
セ
ン
タ
ー
の
マ
ル
秘
情
報

　

み
く
に
龍
翔
館
や
三
国
港
な

ど
、
三
國
湊
の
面
影
を
川
の
向

こ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
、

情
緒
あ
ふ
れ
る
風
景
が
自
慢
の

セ
ン
タ
ー
で
す
。

磯部コミュニティセンター　　　
　　ところ　丸岡町下安田19-15　 66-7430　　
　　センター長　西

にし

田
た

　繁
しげ

男
お

　　センター職員　大
おお

壁
かべ

　聡
さと

子
こ

・西
にし

山
やま

　弥
や

生
よい

▲笑顔あふれる磯部コミセンに
　いらっしゃ～い!

▲「We Love 新保」の2人がお
　出迎え

新保コミュニティセンター　　　
　　ところ　三国町新保12-9 　82-0355
　　センター長　丸

まる

子
こ

　公
きみ

秀
ひで

　　センター職員　魚
うお

谷
や

　啓
けい

子
こ

1213 平成 28 年 　月号平成 28 年 　月号 22

坂井市防災 情報メール
　防犯、防災、感染症情報などをＥメール
で携帯電話にお知らせするサービスだよ。
情報は全８種類。みんな登録してね。
　  安全対策課　 50-3525

QRコードから

アクセスして、

簡単登録！

修学を応援します
28年度市奨学生を募集
●問い合わせ　教育総務課　50-3160

家
庭
の
経
済
的
理
由
で

修
学
が
困
難
な
学
生

に
、
修
学
中
の
学
資

を
貸
し
出
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
　
象　

　

本
人
ま
た
は
保
護
者
が
市
内

在
住
で
、
28
年
４
月
に
高
等
学

校
、
特
別
支
援
学
校
高
等
部
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校(

高

等
課
程)

に
進
学
予
定
で
他
の

奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
人

募
集
人
数　

数
人

貸
与
額　

年
額
20
万
円
以
内

貸
与
期
間　

　

各
校
の
正
規
修
学
期
間

返
済
方
法

　

卒
業(

貸
与
修
了)

後
10
年
以

内
に
返
済(

無
利
子)

申
込
方
法

　

申
請
書
類
に
家
庭
の
所
得
証

明
書
な
ど
を
付
け
、
在
学
し
て

い
る
中
学
校
に
２
月
24
日(

水)

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

自
動
車
な
ど
の
交
通
機

関
の
運
行
に
伴
っ
た

事
故
で
死
傷
し
た
場

合
、
傷
害
の
程
度
に
よ
り
見
舞

金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
故

　

国
内
で
の
次
の
交
通
機
関
の

運
行
に
伴
う
接
触
な
ど
の
事
故

・
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
、

　

自
転
車
、
路
面
電
車
な
ど

・
電
車
、
旅
客
機
、
旅
客
船
な
ど

・
身
体
障
害
者
用
車
い
す(

道

   

路
上
で
使
用
中
の
事
故)

加
入
資
格

　

加
入
申
し
込
み
時
に
、
市
内

に
住
所
が
あ
る
人

共
済
期
間

　

４
月
１
日
～
翌
年
３
月
31
日

●問い合わせ　安全対策課　50-3525

平成28年度交通災害共済を受付中
～もしもの時のために、加入しよう～

掛
け
金　

　

一
人
年
額
５
０
０
円

※
各
家
庭
に
郵
送
の
加
入
申
込

　

書
に
添
え
て
、
左
記
ま
た
は

　

福
井
銀
行
で
加
入
申
込
が
で

　

き
ま
す

見
舞
金

　

１
週
間
以
上
の
治
療
を
要
す

る
傷
害
か
ら
支
給
し
ま
す

※
災
害
を
受
け
た
日
か
ら
２
年

　

以
内
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
給
付
受
付
窓
口

　

市
民
生
活
課

　
　

50

－

３
０
３
０

　

各
総
合
支
所
市
民
課

　

(

三
国)　

82

－

８
９
０
２

　

(

丸
岡)　

68

－

０
８
０
４

　

(

春
江)　

51

－

９
４
０
３

軽
自
動
車
な
ど
を
廃
車

し
た
り
、
他
の
人
に

譲
っ
た
り
、
ま
た
は

住
所
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
を
忘
れ
る
と
、
引
き

続
き
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ

た
り
、
納
税
通
知
書
が
変
更
前

の
住
所
に
送
ら
れ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

登
録
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
４
月
１
日(

金)

ま
で

に
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

原動機付自転車、軽自動車の廃車や変更は
４月 1日までに手続きを！

●問い合わせ　課税課　50-3023

※
手
続
き
や
種
類
に
よ
っ
て
必

　

要
な
も
の
が
異
な
り
ま
す
の

　

で
、
詳
し
く
は
各
窓
口
に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
年
度
末
は
大
変
込
み
あ
い
ま

　

す
。
早
め
の
手
続
き
を
お
願

　

い
し
ま
す

　

軽
自
動
車
税
は
月
割
課
税
制

度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
２

日
以
降
に
廃
車
や
名
義
変
更
を

し
て
も
、
１
年
分
の
税
金
が

か
か
り
ま
す
。

　
　

小
型
特
殊
自
動
車(

ト
ラ
ク

タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
え

機
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど)

は
、
公
道
を
走
ら
な
い
場
合
で

も
、
所
有
し
て
い
れ
ば
課
税
の

対
象
に
な
り
ま
す
。
所
有
者
は

必
ず
市
役
所
に
申
告
し
、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
、

車
両
に
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
新
規(

中
古)

購
入
の
場
合

　

印
鑑
、
販
売
証
明
書

　
個
人
売
買(

譲
渡)

の
場
合

　

印
鑑
、
譲
渡
証
明
書
ま
た
は

　

廃
車
証
明
書

種　別 窓　口
原動機付自転車(125cc以下)、
ミニカー、小型特殊自動車

課税課
　 50-3023

軽二輪車(126 ～250cc)、
二輪の小型自動車(251cc ～ )

福井運輸支局
(福井市西谷1-1402)
　 050-5540-2057

軽四輪車、軽三輪車、被けん引車
軽自動車検査協会福井事務所
(福井市浅水町138-11-3)
　 38-1509

思
い
や
り
の
あ
る
心
豊

か
な
生
き
方
・
暮
ら

し
方
を
広
め
て
い
く

活
動
で
す
。
新
た
な
発
見
や
人

と
の
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
ま
す
。

募
集
人
数

　

20
人
程
度

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

　
　

書
類
選
考

任
　
期　

２
年

　

※
28
年
４
月
１
日

　
　
　

～
30
年
３
月
31
日

応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
男

女
共
同
参
画
推
進
に
関
心
の
あ

る
人

活
動
内
容

　

毎
月
１
回
程
度
の
定
例
会
、

研
修
や
男
女
共
同
参
画
推
進
に

関
す
る
啓
発
活
動(

出
前
講
座)

、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
な
ど

応
募
方
法

　

応
募
用
紙
ま
た
は
任
意
の
用

紙
に
次
の
内
容
を
記
入
し
、
３

月
４
日(

金)

必
着
で
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
へ
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
・
持
参
の
い
ず
れ
か

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

①
氏
名　

②
年
齢　

③
性
別　

④
住
所　

⑤
電
話
番
号　

⑥
応

募
の
動
機「
男
女
共
同
参
画
に

坂井市男女共同参画推進員
を募集します

●問い合わせ　まちづくり推進課　50-3017

対
す
る
思
い
や
考
え
」（
４
０
０

字
以
内
）　

⑦
審
議
会
な
ど
の

委
員
歴

※
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

　

き
ま
す

※
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
選

　

考
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

　

〒
９
１
９

－

０
５
９
２　

　
　

坂
井
町
下
新
庄
１

－

１

　
　

50

－

３
０
１
７

　
　

66

－

４
８
３
７

　
　

m
achizukuri@

city.　

　
　

fukui-sakai.lg.jp

　
　

http://w
w

w
.city.

　
　

fukui-sakai.lg.jp

男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
に
な
っ
て
、
い
っ
し
ょ

に
活
動
し
て
み
よ
う
♪

ご
注
意
く
だ
さ
い

小
型
特
殊
自
動
車
も

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
必
要
で
す

・・
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地域包括ケア推進
市民集会2016

　高齢者が生き生きと暮らして
いくための、地域での「仲間づ
くり」や「居場所づくり」などを、
みんなで考えていきましょう。
と　き　3 月13 日(日) 13:30 ～ 
ところ　高椋コミュニティセンター
　　　　たかむく古城ホール
内　容　講演、寸劇、パネルディ
　　　　スカッション　など
講　師　後

ご

藤
とう

　純
じゅん

氏
　　　　(東京大学高齢社会総合
　　　　研究機構)
申込方法　電話で下記へ
　坂井地区広域連合　介護保険課
　　91-3309

地元企業の魅力を
再発見しよう
　
　多くの県内企業が集まり、会
社情報や採用計画などがいち早
く入手できます。
と　き　3月5日(土)
　　　　11:00 ～ 17:00
ところ　サンドーム福井
　　　　(越前市瓜生町5-1-1)
対　象　大学・短大の学生など
参加企業　200社(予定)
　県労働政策課　20-0390

Ｂ型肝炎患者への救済
お気軽に電話で相談を

　集団予防接種により、Ｂ型肝
炎ウイルスに感染したと認めら
れる人に、国から給付金が支給
されます。給付金請求に関して
無料の電話相談会を行います。
と　き　3 月3 日(木)
　　　　14:00 ～ 20:00
　Ｂ型肝炎北陸弁護団
　　30-1371

一筆啓上日本一短い手紙
の館からのお知らせ

■無料ご招待
　手紙の館をより一層知ってい
ただくため、市民の皆さんを入
館料無料でご招待します。ぜひ
一度、この機会に足をお運びく
ださい。
と　き　2月22日(月)
　　　　　～29日(月)
　　　　9:00 ～16:30
ところ　一筆啓上日本一短い手
　　　　紙の館
対　象　市内在住の人
　　　　※受付にて市内在住で　　
　　　　　ある事を伝え、簡単
　　　　　なアンケートを記入
■臨時休館
　全館清掃のため臨時休館いた
します。
と　き　3月1日(火)　
■第7回ふみの日企画
　心を届ける「手紙のセミナー」
　大切な人に素直な気持ちを伝
える大切さや手紙の力などを共
有し、実際に手紙を書く体験型
セミナーです。
と　き　3月23日(水) 13:30 ～
ところ　一筆啓上日本一短い手
　　　　紙の館
講　師　村

むら

山
やま

　順
じゅん

子
こ

氏
参加費　500円
　　　　(入館料200円＋便箋
　　　　・封筒・切手代)
定　員　20人
応募締切　3月11日(金)
申込方法　電話で下記へ　
　一筆啓上日本一短い手紙の館
　　67-5100

楽しく体を動かしながら
まちをきれいにしよう

　環境美化に対する意識向上の
ため、「スポーツG

ご

OM
み

I拾い大会
in坂井市」を開催します。参加
は無料です。
と　き　3月13日(日)
　　　　9:30 ～ 12:00
ところ　三国サンセットビーチ
定　員　20チーム
　　　　※1チーム5人以内
申込期限　3月4日(金)
申込方法　県政策課ホームページで
　県環境政策課　20-0301　

60歳以上の人
シルバー会員になろう

　60歳以上で就業意欲のある
人を募集しています。興味のあ
る人は説明会にお越しください。
と　き　毎月10、20日(休日の
　　　　場合は翌日)
ところ　春江中小企業センター
　坂井市シルバー人材センター　
　　50-1350

　

お知らせ
information

　健康増進課　50-3067

　消費者がリサイクル意識を持ち、
家庭で使用しなくなったものを再
利用することを目的としています。

【取り扱うもの】衣類、家具、イン
テリア、大人用自転車など

【取り扱わないもの】生き物、食品、
業務用品、車やバイクなど、製品事
故の可能性のあるもの（電化製品な
ど）、衣類以外の子供用製品
　詳しくは、市ホームページ「坂
井市消費者センター」をご覧にな
るか、電話でお尋ねください。
申込方法　電話で下記へ
※無償の品物のみ取り扱います
※掲載期間は3カ月(自動継続はし
　ません）
※掲載品は掲載者が保管
　市民生活課　 50-3030

　昔から私たちの食卓に登場しているおからで
すが、「卯の花」などの別名があるのをご存じ
ですか？「卯の花」は、おからの白さが初夏に
白い花を咲かせる卯の花と色が似ているところ
から名づけられたと言われています。
　今回のレシピは、おからに加え「ゴボウ」や「ひ
じき」といった変わった材料を使っていて、歯
ごたえを楽しめるお菓子です。和風スイーツに
挑戦してみてはいかがでしょうか。

①ゴボウは薄めのささがきにして、水にさらし
　あくを抜く。ひじきは戻しておく。
②ボウルにＡの材料を入れしっかり混ぜ、①と
　黒ごま、アーモンドを入れ混ぜ合わせる。
③②の生地をめん棒で 4 ～ 5mm の厚さに伸ばす。　
　伸ばした生地を縦 5cm 程のスティク状に切り
　分け、　オーブンシートを敷いた天板に並べる。
④ 180℃に余熱しておいたオーブンで焼き色が
　つくまで、約 20 分焼く。
⑤フライパンに水と砂糖を溶かし、ふつふつと
　してきたら④をからめる。

春江地区食生活改善推進員かむかむヘルシーかりんとう

家庭用品リサイクル 情報
recycle information

おからと米粉で和風なおやつはいかが？
材料／4人分

ゆ
ず
り
ま
す

和タンス(高177幅118奥40）、
洋タンス（高177幅105奥59）、
結納セット

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

新品布団セット、スキーストッ
ク(男性用)2本、北陸高等学
校女子制服と体操服、仁愛女
子高等学校備品(制服、体操服、
靴、かばん、Pコート)

JR春江駅・丸岡駅南
駐車場利用者を募集

　申し込みについて詳しくは、
㈱アイビックスのホームページ
または市監理課(　50-3021)へ。

【 JR春江駅駐車場 】
募集台数　月決め20台
利用料金　月額5,000円
　　　　(学生は3,000円)

【 JR丸岡駅南駐車場 】
募集台数　月決め27台
利用料金　月額2,000円
申込方法　申請書と運転免許証の
　　　　写しを㈱アイビックス
　　　　へ持参または郵送
申込締切　3月7日(月)必着
決定通知　3月14日(月)ごろ
※応募者多数の場合抽選
　市JR駅駐車場施設指定管理者　
　アイビックス
　　33-8520(休日は　33-8530)
　　http://www.aivix.co.jp

開催
event information

{A

ゴボウ
ひじき
　　おから
　　米粉
　　卵
　　スキムミルク
黒ごま
きざみアーモンド
砂糖
水

　20g
　　4g

100g
　100g

　　1 個
　大さじ 2
　小さじ 2

　　10g
　大さじ 2
　小さじ 2

エネルギー 　
タンパク質 　
脂質　　　
カルシウム　
塩分　　　　m

栄養成分／ 1人分

と　き ところ
2月26日(金)
13:30～15:30

川上ふれあい会館
(丸岡町川上11-20)

2月27日(土)
13:30～15:30

竹田コミュニティ
センター

農林産物を守るため
現地研修会を開催

　シカやイノシシから農林産物
を守るため、講師を招いて効果
的な防除技術についての研修会
を開催します。

定　員　各回30人
講　師　阿

あ

部
べ

　豪
ごう

氏
　　　　(農林水産省農作物野
　　　　生鳥獣被害対策アドバ　
　　　　イザー )
内　容　座学、現地研修会
　　　　※汚れてもいい服装で
　　　　　参加してください
申込締切　2月23日(火)
申込方法　申込用紙をFAXまたは
　　　　メールで下記へ。また、
　　　　電話でも受付可能。
　　　　※申込用紙は、市ホー
　　　　　ムページからダウン
　　　　　ロードできます
　坂井市鳥獣害対策協議会事務
　局（農林水産課）
　　50-3150　68-0440  
　　nousui@city.fukui-sakai.lg.jp

楽しい子育て　
絵本がもたらすもの

と　き　2月21日(日)
　　　　13:30 ～14:30
ところ　丸岡図書館
講　師　荒

あら

巻
まき

　仁
ひとし

氏
　　　　(NPO法人パパジャン
　　　　グル)
　丸岡図書館　67-1500

　170kcal
5.9g
4.7g

73mg
0.1g

募集
invite information



市民の活動を応援するコーナーです。
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　緻密で計算された爆笑を、一
度ライブで味わってみませんか?
と　き　2月27日(土)19:00 ～
ところ　いねす
出　演　瀧

たき

川
がわ

鯉
り

昇
しょう

料　金　前売り　2,000円
　　　　当　日　2,500円
              （完売の可能性があり）
定　員　120人
販売所　パリオ、親玉菓舗、イー
　　　　ザ、ハートピア春江、
　　　　いねす
　地域交流プロジェクト
　藤

ふじ

崎
さき

　090-2032-0874

　家族みんなで楽しめる、体験
コーナーやチャレンジコーナー
などがあります。また、おにぎ
りやパン、ワッフルなどの軽食
も販売します。
と　き　2月21日(日)
　　　　10:00 ～ 15:00
ところ　ゆりの里公園

　ゆりの里公園　58-0100

ひとり親家庭応援セミナー
を開催 !!

　ひとり親応援セミナー「シン
グルマザーと子ども、仕事、暮
らし」を開催します。
内　容　①講演会
　　　　②グループ相談会
と　き　3月13日(日)
　　　　①13:30～15:00
　　　　②15:00～16:30
ところ　アオッサ7階706号室
対象者　シングルマザー、シン
　　　　グルファーザー、ひと
　　　　り親になるかもしれな
　　　　い人
　　　　支援者(医療者、保育士、
　　　　行政)の人(①のみ参加)
定　員　先着30人
　　　　(①・②どちらも参加で
　　　　きる人が、優先となる
　　　　場合があります)
講　師　赤

あか

石
いし

　千
ち

衣
え

子
こ

氏
　　　　(NPO法人しんぐるま
　　　　ざあず・ふぉーらむ理
　　　　事長)　
申込方法　FAXかメールで住所
　　　　氏名　電話番号　メー
　　　　ルアドレス　内容から
　　　　参加希望の番号を記載
　　　　の上、ご予約ください
　女性の社会生活活動部フルード　　
　　090-4327-3947
　　97-5027　　
　　josei_fruid@yahoo.co.jp

2

人 口

男

女

世帯数 ▼

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
欄
で
す

▼

こ
ち
ら
は
有
料
広
告
欄
で
す

おくやみ

市の
すがた

今月の
ハッピー

バースデー

　　名　前　　　年齢　　行政区 　　名　前　　　年齢　　行政区

人

人

人
戸

12月21日から1月20日までの届け出分(敬称略)

名前は全て人名漢字および常用漢字で表記しています。

（＋ 15、＋ 221）
（＋ 26、－ 276）

（－ 18、－ 209）

（＋ 8、－ 485）

30,789
47,916

45,125

93,041

1月1日現在
※(   )内は前月比、前年比

親子ふれあいまつり
～わくわくユリーム～

「今月のハッピーバースデー」
坂井チャンネル (121ch)にも掲載！
　誕生月の赤ちゃんが、コメント・
写真付き(静止画)で登場します。
ぜひお申し込みください。

「みんなの掲示板」
「今月のハッピーバースデー」
掲載希望者を募集
　締め切りは、掲載希望月の前月
5 日まで。ハッピーバースデーは
3 歳になるお子さんまでが対象で
す。詳しくは秘書広報課まで。
　秘書広報課　50-3012

ちゃん

ちゃん

ちゃん

(2歳・坂井町上新庄)
父：真裕さん  母：珠江さん

毎日元気いっぱい☆
みんなに笑顔を届けます!!

(3 歳・春江町京町 )
父：将さん  母：恵子さん

( 1 歳・三国町上錦 )
父：正太郎さん  母：真里江さん

有
あ り

田
た

 結
ゆ

衣
い

野
の

口
ぐ ち

 陽
よ う

右
す け

よーちゃん１歳おめでとう！逞し
く成長してくれてありがとう☆

ちゃん

ちゃん

( 1 歳・丸岡町猪爪新３区 )
父：優也さん  母：恵さん

( 3 歳・三国町陣ヶ岡 )
父：知史さん  母：早央里さん

松
ま つ

田
だ

 瑚
こ

白
は く

木
き

谷
だ に

 友
と も

哉
や

ハイタッチとタオルが大好き♥
見ているだけで癒されます★

食べることが大好き！歌と踊
りが得意だよ！

3歳になりました☆お歌大好き♥
踊るの大好き♥食べるの大好き♥

水
み ず

上
か み

 泰
た い

志
し

三国町宿48-12-1 0776-81-8210

あわら市自由が丘1-2-14

あわら市二面34-13-1

丸岡町一本田中31-5-1

春江町随応寺24-25

0776-73-4444

0776-77-1444

0776-66-4441

0776-58-0444

福井市里別所新町505 0776-27-0001

福井市新田塚2丁目34-35

家族葬の家 ㈱静光社新田塚
春　江

0776-30-6100 三  国

　子どもたちの豊かな想像力、
表現力から生み出された1日か
ぎりのアートミュージアムを体
験してください。
と　き　2月27日(土)
　　　　10:00 ～ 15:00
　　　　※申し込みは不要です。
　　　　　ご自由にお越しくだ
　　　　　さい
ところ　緑幼稚園（丸岡町霞町）
　緑幼稚園　66-1194　
　　midori-k-g@sky.plala.or.jp

ところ　高椋コミュニティセンター
受講料　①　4,500円
　　　　　 ②　10,000円
申込方法　各講座開始3日前まで
　　　　に電話かFAXで下記へ
　いきいきITクラブ
　　090-4688-7145　
　　67-8385

初心者のための
パソコン教室

緑幼稚園作品展
1日かぎりの子ども美術館

①ワード基礎
　3月2日(水)・3日(木)
　・8日(火)・10日(木)
　13:00 ～ 16:00
②高齢者にやさしいパソコン教室
　(3 ヶ月コース )
　毎週月・水 ･ 金曜日
　13:00 ～ 16:00
　毎週火・木曜日
　18:30 ～ 20:30

爆笑の高座たっぷり!
第11回新春らくご会

体験コーナー(有料)
・クラフト体験ブース
   スイーツデコ、あみもの、
   トールペイント、ビーズ  など
・寄せ植え体験(ゆり球根入)
・バラの花摘み体験　　など　　　

広報さかいと市ホームページの広告を募集しています。連続して掲載する場合は、特別割引
もあります。市外事業所もＯＫ！広告内容については、広告審査会の審査があります。
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郎
ろう

山
やま

下
した

　ミツヨ
齊
さい

藤
とう

　英
えい

子
こ

寺
てら

岡
おか

　千
ち

枝
え

子
こ

上
うえ

野
の

　冨
と み

太
た

郎
ろ う

藤
ふじ

田
た

　貞
さだ

子
こ

丸岡町／
花
はな

岡
おか

　トシ子
こ

今
いま

枝
えだ

　義
よし

子
こ

中
なか

嶋
じま

　茂
しげ

忠
ただ

下
しも

口
ぐち

　リン子
こ

吉
よし

村
むら

　シヅコ
山
やま

本
もと

　總
そう

一
いち

郎
ろう

藤
ふじ

嶋
しま

　麦
むぎ

生
お

小
こば

林
やし

　清
きよ

子
こ

日
ひ

種
くさ

　宗
しゅう

祥
しょう

渡
わた

邊
なべ

　フキヲ
柴
しば

田
た

　勝
かつ

男
お

星
ほし

山
やま

　龍
りゅう

中
なか

出
で

　郁
いく

子
こ

馬
ば

場
ば

　マジメ
福
ふく

澤
ざわ

　律
りつ

子
こ

前
まえ

田
だ

　良
りょう

章
しょう

野
の

中
なか

　勝
かつ

治
じ

海
かい

道
どう

　美
み

代
よ

子
こ

筧
かけひ

　すずを
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澤
さわ

﨑
ざき

　すぎ子
こ

春江町／
坪
つぼ

田
た

　一
かず

男
お

野
の

村
むら

　シヅ
松
まつ

田
た

　英
えい

一
いち

大
おお

久
く

保
ぼ

　三
さぶ

郎
ろう

吉
よし

澤
ざわ

　征
ゆき

夫
お

中
なか

山
やま

　コヨシ
黒
くろ

川
かわ

　茂
しげ

男
お

西
にし

畑
ばた

　成
よし

美
み

高
たか

岡
おか

　昭
あき

政
まさ

齊
さい

藤
とう

　信
のぶ

行
ゆき

乙
おと

部
べ

　武
たけ

子
こ

三
み

上
かみ

　きよ子
こ

長
は

谷
せ

川
がわ

　こずい
南
な

居
ご

　孝
こう

一
いち

齊
さい

藤
とう

　チヨ子
こ

三
み

寺
てら

　征
せい

二
じ

盛
も り

屋
や

　正
まさ

治
はる

坂井町／
岡
おか

﨑
ざき

　ふ志
じ

こ
中
なか

舎
しゃ

　雪
ゆき

枝
え

面
おも

谷
だに

　昭
てる

代
よ

木
きの

下
した

　ツヤ子
こ

小
お

倉
ぐら

　利
とし

一
かず

渡
わた

邉
なべ

　月
げっ

照
しょう

五
い

十
が

嵐
らし

　紀
のり

充
みつ

伊
い

藤
とう

　久
ひさ

枝
え

友
とも

田
だ

　タカヲ
糴
せり

川
かわ

　悦
えつ

子
こ

北
きた

川
がわ

　実
みのる

吉
よし

川
かわ

　爲
ため

志
し

横
よこ

川
がわ

　敏
とし

重
しげ

森
もり

　かず子
こ
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江留中
沖布目
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境上町
中庄
江留上緑
石塚
江留上本町
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為国中区
沖布目豊島
井向
江留中
中筋三ツ屋
高江
江留上昭和
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定旨
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上関
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木部新保
若宮
蛸
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※あるぱか顔のカメラ女子が市内を歩き回るよ♪

一緒に泣いて．．．
一緒に笑って．．．
辛いこと、楽しいことを
　　　   共有できるって
　　　   素晴らしいこと
　　　   なんだよ☆彡　　　

　　　　（三国町神明）

58 越前がにの歴史　

時
代
を
越
え
て
愛
さ
れ
て
き
た

冬
の
味
覚
の
王
者
『
越
前
が
に
』

て
都
の
公
家
た
ち
に
も
親
し
ま

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の「
蟹
」
が
、
現
在

私
た
ち
が
食
べ
る
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
を
指
す
の
か
ど
う
か
は
不

明
で
す
が
、
江
戸
時
代
に
、
越

前
福
井
の
産
物
を
書
き
上
げ
た

『
越
前
国
福
井
領
物
産
』(

享

保
９
年（
１
７
２
４
年))

に
は
、

「
ず
わ
い
か
に
」の
名
称
が
見
ら

れ
、「
取
得
か
た
き
時
節
も
御

座
候
」（
獲
り
に
く
い
時
も
あ

る)

と
注
意
書
き
が
あ
り
ま
す
。

明
治
42
年(

１
９
０
９
年)

に

四
ヶ
浦（
現
越
前
町)

か
ら

献
上
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
現
在
で
も
毎
年
、
三

国
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
越
前
が

に
が
皇
室
に
届
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
平
成
元
年（
１
９
８
９

年)

に
は
、
県
の
魚
に
も
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

越
前
が
に
の
漁
シ
ー
ズ
ン
は
、

毎
年
11
月
６
日
の
解
禁
日

か
ら
、「
セ
イ
コ
」(

雌)

は
１
月

10
日
ま
で
、「
ズ
ワ
イ
」(

雄)

は

３
月
20
日
ま
で
で
す
。
蟹
を
食

べ
な
が
ら
、
時
に
は
人
と
の
関

わ
り
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

冬
の
北
陸
の
名
品「
越
前
が

に
」シ
ー
ズ
ン
真
っ
た
だ

中
で
す
ね
。
海
鮮
市
場
で
見
か

け
た
り
、
も
う
す
で
に
召
し
あ

が
っ
た
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

福
井
県
で「
越
前
が
に
」と

呼
ば
れ
て
い
る
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
は
、
石
川
県
で
は「
加
能
が

に
」、
山
陰
地
方
で
は「
松
葉

が
に
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
坂
井
市
の
三
国
港
で

水
揚
げ
さ
れ
る
も
の
は
美
味
し

い
と
評
判
で
す
。

越
前
産
の
蟹か

に

に
つ
い
て
は
、

す
で
に『
古
事
記
』に
出
て

き
ま
す
。
宴
が
催
さ
れ
た
際
、

応お
う

神じ
ん

天て
ん

皇の
う

が「
こ
の
蟹　

 

何い

処ず
く

の
蟹　

百も
も

伝
ふ　

角つ
の

鹿が

の
蟹
」

と
始
ま
る
歌
を
詠
ん
だ
と
い
い

ま
す
。「
角
鹿
」
は
現
在
の
敦

賀
の
こ
と
で
す
。
古
代
か
ら
越

前
産
の
蟹
が
食
卓
に
並
ん
で
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
室
町
時
代
に
も
、
公

家
の
三さ

ん

条じ
ょ
う

西に
し

実さ
ね

隆た
か

の
日

記『
実
隆
公
記
』に
、
永
正
８
年

（
１
５
１
１
年)

３
月
、「
伯
少

将
送
越
前
蟹
一
折
」「
越
前
蟹
一

折
遣
龍
崎
許
了
」と
い
う
一
文
が

あ
り
、
美
味
し
い
贈
り
物
と
し

平
成
28年
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28年
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▼
今
シ
ー
ズ
ン
は
雪
が
少
な
い

な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
大
寒
波

が
や
っ
て
き
て
、
仕
事
帰
り
の

車
が
大
き
な
雪
だ
る
ま
に
。
事

前
に
ス
コ
ッ
プ
を
準
備
し
て

あ
っ
た
た
め
、
事
な
き
を
得
ず

に
無
事
帰
宅
。
改
め
て
備
え
の

大
切
さ
と
天
気
予
報
の
あ
り
が

た
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。(

直)

▼
最
近
朝
ド
ラ
の
歌
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。「
明
日
が
ん
ば
ろ
う

♪
」
…
な
ん
て
い
い
歌
詞
だ
!! 

と
感
銘
を
受
け
た
も
の
の
…
実

践
す
る
と
ド
ン
ド
ン
や
る
こ
と

が
溜
ま
る
よ
う
な
…
き
っ
と
、

毎
日
頑
張
っ
て
い
る
人
へ
の
言

葉
な
ん
だ
な
ぁ
〜
と
勝
手
に
理

解
し
た(

介)

で
し
た
。  (

介)

①越前がに。三国港で水揚げされたカニには、「三国港」と書かれた黄色いタグが付
いている　②松

まつ

出
だ

し瀬
せ

と玄
げん

達
たつ

瀬
せ

（みくに龍翔館図録『海と川の漁』より）。シベリヤ沿
岸からの寒流と玄界灘からの暖流の接点で、カニの餌となるプランクトンや小魚が豊
富で、良質のカニがたくさん育つと言われる　③献上蟹謹製処の写真（昭和23年頃  
みくに龍翔館蔵）

①

②

③


